
より上質な輸入車ライフを送るために「認定
中古車の購入時にタイヤを新調しよう」という
旗印を掲げて連載しているコンテンツの第3弾
は、プレミアムSUVの代名詞・レンジローバー

（ヴォーグ）とTOYOタイヤがプレミアムSUV
のためにリリースしているプロクセスS/Tのマッ
チングを紹介しよう。
さて、ご覧のサンプルカーは、あるオーナー

から拝借したレンジローバー・ヴォーグの特
別仕様車“SUPREME”だ。足もとに注目し
ていただきたい。標準装着サイズは255/55 
19なのだ が、プロクセスS/Tの305/40 22
を履いている。3インチ・アップして、さらに
AUTOCOUTURE CONQUEST（オートク
チュール・コンクエスト）を特殊加工した10ス
ポークタイプの鍛造3ピースホイールに換装され
ているのだ。それにしても見た目のインパクト
はなかなかのもの。決して下品なイメージを抱
かせず、精悍な雰囲気を醸すのはレンジロー
バーとオートクチュール・コンクエストの洗練さ
れたデザインの成せる技である。オーナーは、
悪路を走るために所有しているわけではなさそ
うだ。あくまでGTカーとして楽しんでいるのだ
ろう。果たして、その走行感覚は……。
さっそく、環状八号線と国道246号を走ってみ

る。幸運にもクルマの流れはスムーズだ。結
果から言ってしまおう。とにかく、3インチ・アッ
プ＋“ヨンマル”を意識させない「しっとり」「滑
らか」な走行感覚には舌を巻いた。プロクセ
スS/TがSUVの乗り心地を向上させるために
採用した細線高張力スチールベルトなどの性

能は想像以上に優れている。それどころか、
レンジローバーが2.5トンを越える巨体であるこ
とを忘れさせる軽快感すら感じる。プロクセス
S/Tが耐荷重性にも優れていることの証であ
る。ブロックのヨレなど微塵もなく、ハンドルを
切ったら切った分だけ鼻先が方向を変えてくれ
るから、重量級・306馬力のクルマでもリラック
スして走らせることができる。意図的に轍の上
を走行してみたが、大きくハンドルをとられること
など一度もなかったし、工事中の段差などで直
接的な突き上げを感じる場面がなかったのにも
驚かされた。もちろん、シャシーがしっかりして
いることは言うまでもないが、プロクセスS/Tの
持つ高い実力が貢献しているのはあきらかだ。
レンジローバーは世界屈指のコンフォート性

を誇るSUVだ。見た目をカッコよくカスタマイ
ズしても、乗り心地が損なわれたのでは“レン
ジ”に乗る意味がない。いかにノーマルの乗
り心地を維持するかが肝になる。タイヤの果
たす役割は大きい。そういう意味でも、プロク
セスS/Tはまさに適役と言えそうだ。何と言っ
ても、17インチから22インチまで幅広くラインナッ
プしているのが心強い。しかも、3インチ・アッ
プ＋“ヨンマル”で、これだけ「しっとり感」を
味わえるのだから余裕で「合格」だ。これ
は、他ブランドのプレミアムSUV、もちろんノー
マル・サイズに装着してもOKということを意味
する。TOYOタイヤプロクセスS/T、認定中古
車.comは自信を持ってプレミアムSUVオーナー
にお勧めしたい。
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TOYO TIRES PROXES S/T

TOYO TIRES・プロクセスS/T  解剖！
Point 1

［重厚かつ斬新なトレッドパターン］
個性的なタイヤパターンデザインを採用。
存在感のあるサイドレタリングと共にスタ
イリッシュを追求する方もきっと満足できる
はず。

Point 2
［静かで快適な乗り心地］
DSOCII（CASPAN）設計によるタイヤ
パターン配列技術でプレミアムSUVの真
骨頂である静かな走りを際立たせること
に成功。また、ハイターンナッププライと
細線高張力ベルトの組み合わせで、しっ
かりとした走りと快適な乗り心地を実現。

Point 3
［ウエット路面で真価を発揮する性能］
ダブルV型グルーブで、高い排水性と
ウェットハンドリング性能を実現。雨の日
でも重量のあるプレミアムSUVの走りに
高い安定性と快適性をもたらす。

取材協力

東洋ゴム工業株式会社
http://toyotires.jp/
お客様相談室
Tel.0800-3001456

RANGE ROVER VOGUE
全長×全幅×全高　4950×1955×1900mm　
車重　2520kg　
エンジン　4.4リッターV8DOHC　
最高出力/最大トルク　306ps/44.9mkg　
トランスミッション　6段AT


